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統
合
の
時
期
を
平
成
27
年
４
月
と
す
る
理
由

　

統
合
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
生
徒
が
よ

り
安
全
で
快
適
な
教
育
環
境
の
下
で
、
の
び

の
び
と
活
発
な
教
育
活
動
を
展
開
で
き
る
よ

う
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
遠
距
離
通
学
手

段
の
確
保
、
専
門
学
校
校
舎
の
改
造
、
体
育

館
・
プ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

野
球
場
等
の
整
備
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
整
備
を
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
に
実
施
し
統
合
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
統

合
に
む
け
て

校
名
・
校
歌
・

校
章
・
校
旗
・

制
服
な
ど
統

合
を
円
滑
に

行
う
た
め
の

協
議
、
調
整

に
２
年
以
上

の
期
間
が
必

要
と
な
り
ま

す
。

　

し
た
が
っ

て
、
統
合
の

時
期
は
、
平

成
27
年
４
月

と
し
、
そ
の

間
、
児
童
・

生
徒
、
教
職

員
・
地
域
住

民
の
意
見
を

尊
重
し
円
滑

に
統
合
を
実

施
し
ま
す
。

今後は、統合に向けて次のことに取り組んでいきます。
１．地域との関わり
中学校統合の進捗状況について、地域住民、保護者、児童生徒に対して情報提供を行い、十分な理解を得ながら

進めていきます。
また、必要に応じて保護者や児童・生徒からの提案を募集する機会をつくり、有用な提案を学校づくりに生かせ

るようにします。
２．通学路の安全対策
保護者・地域・教職員の意見を反映し、計画的に安全な通学路の整備に努め、生徒の登下校時の安全確保に努めます。

３．通学手段の確保
国が示す通学距離の基準では、中学校はおおむね６ｋｍ以内とされていますが、通学距離が４ｋｍを超える生徒

に対しては町内を走っている公共交通機関を使って通学するなど、通学手段や負担額について検討していきます。
４．学校施設の整備
専門学校の校舎改造、その他施設の建設にあたっては、学校現場の意見を十分取り入れ、学校統合による教育効

果がより高まるように整備していきます。

■統合に向けた主なスケジュール
年　度 予定月 内　　　容

平成 24 年度 ４月下

　

５ 月
８ 月

・学校施設の視察（教育委員会・学校関係者・建設課）
・専門学校土地・建物売買契約の締結
・鞍手町中学校統合準備検討委員会の設置（学校関係者）
　（学校統合に向け学校経営・教育内容・施設等の検討）
・鞍手町教育委員会
　（鞍手町小中学校統合整備基本計画（案）の承認）
・策定委員会の設置（通学路・通学方法・校名等の検討）
・校舎改修・体育館・プール等工事ほかの実施設計業務委託（予定）

平成 25 年度 ４ 月
　

５ 月
８ 月

・鞍手町中学校統合準備検討委員会（学校関係者）
　（学校統合に向け学校経営・教育内容・施設等の検討）
・策定委員会（通学方法・校名等の検討）
・校舎改修・体育館・プール等工事（予定）

平成 26 年度 ４ 月

５ 月
８ 月
11 月
12 月
３ 月

・鞍手町中学校統合準備検討委員会（学校関係者）
　（学校統合に向け学校経営・教育内容・施設等の検討）
・策定委員会（統合に関する必要事項について検討）
・グラウンド整備工事（予定）
・備品等整備
・学校廃止届
・学校設置条例及び通学規則の一部改正
・閉校式（両中学校）

平成 27 年度 ４月 ・中学校開校



中
学
生
の
時
期
は
、
幅
広
い
人
間
関
係
を

築
く
な
ど
社
会
性
を
養
い
、
将
来
に
向
か
っ

て
の
学
習
面
を
発
展
さ
せ
る
大
切
な
時
期
で

す
。
こ
の
大
切
な
時
期
に
、
よ
り
よ
い
教
育

環
境
の
下
で
、
学
習
・
部
活
動
な
ど
様
々
な

学
校
活
動
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
、
多
様
な

考
え
や
個
性
に
触
れ
、「
生
き
る
力
」
を
培
う

こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
と
し
て
適
正
規
模

の
生
徒
数
、
学
級
数
の
学
校
が
必
要
で
す
。

少
子
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
小
・
中
学
校

と
も
に
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
、
小
規
模
化

が
進
行
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
学
校
に
お
い

て
は
、
適
正
な
規
模
の
学
校
を
配
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
部
活
数
の
拡
大
な
ど
活
発
な
活

動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
統
合
後
は
、
教
員
数
の
増
加
に
よ

り
全
教
科
の
授
業
を
専
任
教
諭
に
て
展
開
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
主
要
教
科
に

は
複
数
の
教
員
が
確
保
さ
れ
る
た
め
、
教
員

同
士
が
教
材
や
指
導
内
容
、
指
導
方
法
な
ど

の
研
究
を
行
っ
た
り
、
授
業
の
進
捗
状
況
を

確
認
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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中
学
校
統
合

平
成
27
年
４
月
開
校
予
定

　本町の児童生徒数は、昭和 60 年頃をピークに減少を続けており、学校の小規模化
が進んでいます。国が示す基準では、一つの学校の学級数は 12 学級以上 18 学級以
下が適正であるとされていますが、現在、町内にこの基準を満たす学校は１校もあ
りません。現在の学校数（小学校６校、中学校２校）を今後も維持していくと、更
なる学校の小規模化が進行すると予測されます。学校の小規模化は、多くの友人は
もちろん、様々な専門性をもった教職員との出会いや指導を受ける機会が制限され
るなど、これからの未来を担っていく子どもたちへの教育に対して著しい不公平を
生じていくことになります。
　本来学校は、生活条件の異なる子ども同士の関係や交流を通して、多くの友人と
触れ合い、ものの見方・考え方を育て、集団の中で学力だけではなく、社会性、豊
かな心、意欲を育む場であり、子どもたちは学校という集団の中で切磋琢磨し、様々
な資質を高めることが望ましいとされています。
　これらのことから、鞍手町の将来の児童生徒数を見据えながら、子どもたちの教
育環境の充実を重視した学校の適正配置について検討する時期が来ています。そこ
で、平成 22 年度に策定された『第４次鞍手町総合計画後期基本計画』において、学
校の再編を行うことが位置付けられ、これを受け、教育委員会において「小中学校
統合整備計画策定委員会」を設置し、学校の適正配置について検討を行ってきました。
　小中学校統合整備計画策定委員会の検討結果を踏まえ、まずは中学校の統合を行
うこととし、九州工業技術専門学校跡地を活用して新中学校を設置することを決定
しました。また、九州工業技術専門学校を購入する議案を平成 24 年４月 24 日の臨
時町議会に提出し議決されました。
　今後は、学校の施設整備や安全な通学路、通学手段の決定など、平成 27 年４月の
新中学校開校に向けて必要な準備を整えていきます。

小
学
校
、
中
学
校
と
も
に
子
ど
も
の
数
が

減
少
し
、
学
校
の
小
規
模
化
が
進
行
し
て
い

ま
す
。
特
に
鞍
手
南
中
学
校
は
深
刻
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
数
年
後
に
各
学
年
１
ク
ラ
ス
と

な
り
、
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
よ
う
な
学

校
規
模
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
小

規
模
化
が
進
行
し
て
い
る
の
は
小
学
校
も
同

　

策
定
委
員
会
の
検
討
結
果
報
告
を
受
け
慎

重
に
統
合
場
所
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
鞍

手
南
中
・
鞍
手
北
中
の
い
ず
れ
か
へ
の
統
合

は
吸
収
合
併
に
な
る
た
め
、
生
徒
の
心
理
面

へ
の
影
響
を
考
え
る
と
新
た
な
場
所
に
設
置

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

校
舎
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
や
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
中
学
校
の
小
規
模
化
を
解
決

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
九
州
工
業

技
術
専
門
学
校
を
使
用
し
て
統
合
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。

　

両
中
学
校
の
統
合
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

あ
ら
か
じ
め
通
学
路
の
安
全
対
策
、
通
学
手

段
、
学
校
施
設
な
ど
統
合
を
円
滑
に
行
う
た

め
の
協
議
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
策
定
委
員
会
を
設
け
、
必
要

と
な
る
事
項
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
委
員
会
は
、
教
育
委
員
、
小
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
、
校
区
代
表
者
、
学
識
経
験

者
な
ど
で
組
織
し
ま
す
。

問い合わせ　鞍手町教育委員会 TEL 42 － 7202

統
合
の
目
的

九
州
工
業
技
術
専
門
学
校
を

　
　
　
　
　
　
統
合
場
所
と
す
る
理
由

策
定
委
員
会
を
設
け
る
理
由

中
学
校
か
ら
先
に
統
合
す
る
理
由

じ
で
す
が
、
小
学
校
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
中
心
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
つ
つ
、
小
学

校
を
再
編
す
る
た
め
に
は
、
時
間
を
か
け
て

協
議
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
学
校
の
統
合
を
先
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。


